
図：デジタルマイクロスコープ
によるエマルションの観察
（ナイルレッドで染色）

●キチンナノファイバーの乳化作用を利用したエマルション

【平成30～令和元年度】
セルロースナノファイバーの乳化作用を利用して
→ 市販木材用塗料との混合について情報を得る

（混合方法，混合可否，混合時の塗料と塗膜の変化を観察）

【平成27～29年度】
キチンナノファイバーを高分子界面活性剤とする光硬化型水性塗料を開発１）

（１）平成29年度佐賀県工業技術センター研究報告書
（２）スギノマシン製 BiNFi-s

●環境重視の観点やVOC規制により、塗料分野では脱溶剤、低エネルギーな塗料・塗装が注目されている。
●植物由来のセルロース、甲殻類由来のキチン及びキトサンは、資源が豊富で、利用においては環境負荷が低く、
それらのナノファイバー含有材料は軽量でありながら強い機械的強度を持つという特徴がある。
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• 中越パルプ製ナノフォレストS（解繊度C）を使用
• 塗装対象は、針葉樹の杉と檜、広葉樹のブナとナラを使用
• 塗膜表面の観察試料に、ポリカーボネート（PC）基板を使用
• 攪拌脱泡機にて塗料とナノフォレストSを

攪拌混合(3分、1230rpm)し、木材とPCへ塗布した
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図：（左）レーザー顕微および
（右）X線透過による塗膜の観察
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図：レーザー顕微鏡によるPC基板および杉の塗膜表面観察

表：各種塗料とナノフォレストSの混合結果

「セルロースナノファイバー混合塗料の開発」の取り組み
令和元年度 九州・沖縄産業技術オープンイノベーションデー
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図：杉塗布材のレーザー顕微鏡による表面粗さ
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• 平滑な塗膜を与える水性塗料にナノフォレストSを混合した場合、
塗膜に凹凸が生じ、木目に沿った自然な風合いとなった。

• 水性ステインにナノフォレストSを混合すると、粘性が
向上し塗料成分が表面に保持された。

→ 今後は、物性の変化を検討する予定である。
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